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上：十日市浄水場の中央監視室   下：十日市浄水場の玄関

　私たちにとって水はなくてはならない大切なものです。しかし、あまりにも身近にあるため、ついその
ありがたさを忘れがちです。
　そこで、水がどのようにして私たちの所に届くのか、そして、私たちが使った後の水がどのようにして
きれいになり河川に戻されるのか、茨木市の水道部浄水課と建設部下水道課で話を伺ってきました。
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－上水と下水の話－

－茨木市の上水道について－
　茨木地域で上水道の給水が開始されたのは、昭和４年（１９２９
年）のことです。当時の利用者は約１０,０００人で、１日の給水量は約
１,６００㎥でした。その後、人口の増加や都市化の進展で段階的に給
水区域を広げ、今ではほとんどの人が水道を使えるようになりました。
　茨木市の水道水の水源は、大阪府営水道からの受水と地下水（深
井戸水、伏流水）です。全体の約８６%を府営水道で、残りを地下水で
まかなっています。府営水道からは、きれいに高度浄水処理された飲
料水を受水していますが、地下水は鉄、マンガンなどの不純物が多く
含まれているため、そのまま給水することはできません。十日市浄水
場では、これらの地下水をきれいな飲み水にして、家庭や学校などに
送っています。

－水道の水ができるまで－

－上水道の水質検査と管理について－
　茨木市の水道部では、水道法に基づいた水質検査計画に
沿って、安全確認のための水質検査を実施しています。水質
検査項目や検査頻度、検査地点などの検査内容は事前に公
表するとともに、実施した水質検査結果についても一般に
公開しています。十日市浄水場では、２４時間体制で水を監視
しています。水の使用量は施設別にグラフで表示され、それ
に応じて流入する水の量を調節しています。１日の中で使用
量が多くなるのは、朝夕の食事の支度時や夜お風呂に入る
時間帯です。
　蛇口をひねるといつでも出てくるきれいな水。しかし、水は

－下水道に流す汚水について－
　台所の流しには、細かい網などをつけてゴミが流れないよ
うにしましょう。油は流さずに、固めたり紙でふきとりましょ
う。生ゴミなどをディスポーザーを使用して流すと、下水処理
が困難になるので使わないようにしましょう。ただし、適正な
管理が行われる場合の使用は認められています。
　また、歩道や車道の排水口にゴミがたまると浸水の原因に
なりますので、ゴミのポイ捨てはやめましょう。

いっときたりとも欠かすことのできない大切なものです。こ
の大切な水を無駄にすることがないように、上手に工夫して
使いましょう。

－茨木市の下水道について－
　茨木市では、昭和３０年代後半の急激な都市化によって、
浸水や公共用水域での水質汚濁が進んだため、昭和３７年
（１９６２年）から公共下水道の整備を始めました。その結果、
平成２１年度末現在で、下水道の普及率は９８.８％まで進ん
でいます。下水道の最終的な処理は、安威川流域下水道の
区域（山間部を除く地域の大部分）を市内の宮島にある
「中央水みらいセンター」（大阪府）で、淀川右岸流域下
水道区域（茨木市の東側の一部の地域）を高槻市にある

「高槻水みらいセンター」（大阪府）で行っています。山間
部については、特定環境保全公共下水道として、順次整備を
進めています。水みらいセンターでの再生処理水は、高度処
理をして親水事業などに再利用されます。親水事業とは、公
共下水道の整備にあわせ、水路などを美しくよみがえらせて、
市民の憩いや安らぎの場とする事業のことです。茨木市では
島地区で、再生処理水を親水用水として、島ふれあい公園な
どで利用しています。

茨木市水道部　  　〒567-0888 茨木市駅前4－7－55

水道に関する相談
水量や料金、各種届け出に関すること（営業課） ６２０－１６９１
給水装置の工事、指定工事店に関すること（工務課） ６２０－１６９２
道路上などの水もれに関すること（工務課維持係） ６２２－２３０８
水質に関すること（浄水課） ６４３－６１６７

茨木市建設部   〒567-8505 茨木市駅前3－8－13
下水道課 ６２０－１６６５

－汚水がきれいになって河川などに戻るまで－

上：下　島ふれあい公園

ポンプでくみ上げ
た下水は水処理施
設に送られる。空
き缶、粗大ゴミな
どは取り除かれ、
土砂は沈められる。

ポンプ場から送られてき
た下水は、ここで下水の
中のゴミを沈でんさせ
取り除く。沈でんしたゴ
ミは汚泥として汚泥処
理施設に送られ処理さ
れる。水は生物反応槽へ。

３槽（脱リン槽、
脱窒槽、硝化槽）
に分かれていて、
微生物の働きで
水を浄化させて
いく。

生物反応槽で活躍した
微生物をここで沈でんさ
せ、取り除く。一部は活
性汚泥として生物反応槽
（脱リン槽）に戻し、残り
は汚泥処理される。

残った浮遊物や細か
い物質を砂でこして除
くなどして、よりきれ
いな処理水にされる。

処理水にはさ
まざまな細菌
類が含まれて
いる。滅菌を
して河川に放
流される。

脱水ケーキは乾燥・成
形して焼却される。不
燃物は溶融し、スラグ
として再利用される。

さらに沈でんさ
せ濃縮される。

汚泥は脱水しやすいよう
に薬品が加えられ脱水
される。この汚泥を脱水
ケーキと呼んでいる。

沈でん池やろ過池か
ら発生する汚泥を脱
水して固める。
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最終沈でん池からの
汚泥は軽く、沈でん
しにくいため、遠心力
を利用し濃縮される。
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場内から集めた伏流
水をくみ上げる。

沈でん池に流れる水
の量を調節する。

マンガン砂の層をとおし
て、酸化させた鉄やマン
ガンなどを取り除く。

地下水に含まれる鉄や
マンガンを薬品によっ
て酸化させ不純物を
底に沈める。
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てて伏流水
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地下300メートルか
ら水をくみ上げる。
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